
第４学年 国語科 書くこと

単元名 ドアの向こうの世界
～場面の様子が読み手に伝わる文章を書こう～

中野区立令和小学校 主任教諭

東京学芸大学教職大学院 国語教育SP M1 清水 絵里



・表現することで子供は他者とつながるのではないか。

・さまざまな「表現」の中の一つとしての「書くこと」

・「表象」としての書くこと→子供がどのように心の中の
イメージ（思考したこと）を言葉にするか。

・「想」について。そもそも子供がもっているもので

自然発生するのではないか。

・書き表せることだけが思考力ではないのではないか。

・「書いてみたいな」と思う授業実践

・「書くことができる子」「書けない子」というカテゴラ
イズ→子供に対して教師が押さえつけている。

子供にとっての「書くこと」とは？



児童が書くことの学習を苦手
とするのは、書くことの成功
体験が少ないからではないか。

教師によって指導の差が
影響しているのではないか。

書くことに困り感がある児童へ
の手立てや、書くことの力をよ
り高めたい児童への手立て

「書けない子（書くことが苦手な子）」



１ 単元の目標

○様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増やし、話や文
章の中で使うとともに、言葉には性質や役割による語句のまとまり
があることを理解し、語彙を豊かにすることができる。〔知識及び
技能〕(1)オ

○登場人物の気持ちの変化や性格、情景や背景について場面の
移り変わりと結び付けながら書き表し方を工夫することができる。
〔思考・判断・表現〕B（１）ウ

 ○言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大
切にして、思いや考えを伝え合おうとする。



２ 単元の評価規準

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現
ウ 主体的に学習に取り組
む態度

①様子や行動、気持ちや性
格を表す語句の量を増や
し、語彙を豊かにしている。

（１）オ

① 「書くこと」において、登
場人物の気持ちの変化
や性格、情景や背景に
ついて場面の移り変わ
りと結び付けながら書き
表し方を工夫している。
〔思考・判断・表現〕B
（１）ウ

① 粘り強く登場人物の気
持ちの変化や性格、情
景や背景について、場
面の移り変わりと結び
付けながら書き表し方
を工夫し、学習の見通し
をもって、相手に伝わる
ような物語を書こうとし
ている。



ドアの向こうの世界

～場面の様子が読み手に伝わる文章を書こう～

４年生も、３年生でやった
「たから島のぼうけん」
のような物語を書きたい
な。

想像した場面を記述するのに
必要な語彙や表現を使って書く
ことができるようになってほしい。

児童の思いや願い 教師の思いや願い
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３ 単元構想（児童観）



・教科書に「物語を書く」単元がない。
・国語が苦手な児童が多い。
・書くことが「楽しい」と思ってほしい。
・対話やグループでの活動を取り入れながら、
語彙や表現のよさに気付かせたい。

３ 単元構想（児童観）

「物語を書く」という言語活動



「物語を書く」という言語活動
学習指導要領B書くことの言語活動例〔第３学年及び第４学年〕「ウ詩や物語をつくるなど、感じたことや想像
したことを書く活動」

「作家の創作による物語は、主人公やその他の登場
人物がそれぞれの役割をもっていたり、冒頭部に状
況や登場人物が設定され、事件とその解決が繰り返
され発端から結末へと至る展開によって構成されて
いたりするなどの工夫がなされている。」

３ 単元構想（学習材観）



３ 単元構想（学習材観）

・「物語づくり」の学習を子どもたちは大変好む。
・読者に「面白い」と言って貰える「物語」を作る
には、一所懸命探したり、選んだり、組み直したり
しなければならない。
・「物語づくり」はある目標に向かって突き進む
「問題解決」学習だと言える。内田（１９９０）

※参考資料「ことばの授業づくりハンドブック小学校「物語づくり」学習の指導―実践史をふ
まえてー」浜本純逸監修、三藤恭弘編（渓水社）



豊かな語彙・文章表現
を身に付ける

対話やグループ活動を通し
て言葉によるコミュニケー
ション力を高める

相手意識（縦割り班活動の３年生）

物語の書き出しと終わりを統一

３ 単元構想（学習材観）



単元のゴール

「縦割り班の３年生に自分で考えた物語を読んでもらい、
また、３年生が書いた「たから島のぼうけん」の物語を読む」

絵カードを用いて４コマストーリーを伝え合う。０次

１次

２次

３次

題材の設定：教師の文例から学習の見通しをもつ。

構成・記述・推敲

共有：３年生と作品を読み合う。

実の場 学級文庫に置く。

３ 単元構想（単元観）



文例①変身
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４ 授業の実際（１/６時）

・教師の文例を読んで気付いたことを
話し合う。
・学習の見通しをもつ。
・どのような物語を書くのかを決める。
【題材の設定】

・ファンタジー・変身物語・パロディー
から物語のジャンルを選ぶように伝える。
・始まりは「ドアを開けたら…」、結び
は「ベッドの上」という構成を統一する。



・「始まり→出来事（事件が起こる）→
出来事（事件）が解決する→むすび」と
いう物語の構成を考える。【構成】

４ 授業の実際（２/６時）

・４コマのワークシートを用意する。
・物語のジャンル（ファンタジー・変身
物語・パロディー）にそれぞれモデルを
用意する。



・構成メモをもとに物語を書く。【記述】

・書き終えた作品を読み返し、３年生に伝わる
かどうか、文章をよりよく工夫する。【推敲】

４ 授業の実際（３/６時）※ ３・４・５時は記述と推敲の柔軟な学習過程

・「レベルアップタイム」において、
友達同士でアドバイスをするように伝
える。
・書き終えた児童や書いている物語の
ジャンルが一目で分かるように、電子
黒板に示す。
・書き終えた児童は、「推敲コー
ナー」へ進み、自分で読み返した後、
ペアで読み合い、文章を工夫するよう
に助言する。
・「推敲コーナー」には、誤字脱字や
表現等、チェック項目を提示しておく。



・構成メモをもとに物語を書く。【記述】

・書き終えた作品を読み返し、３年生に伝わる
かどうか、文章をよりよく工夫する。【推敲】

４ 授業の実際（４/６時・本時）※ ３・４・５時は記述と推敲の柔軟な学習過程



・構成メモをもとに物語を書く。【記述】

・書き終えた作品を読み返し、３年生に伝わる
かどうか、文章をよりよく工夫する。【推敲】

４ 授業の実際（４/６時・本時）※ ３・４・５時は記述と推敲の柔軟な学習過程

・書き終えた児童や書いている物語の
ジャンルが一目で分かるように、電子
黒板に示す。





・構成メモをもとに物語を書く。【記述】
・書き終えた作品を読み返し、３年生に伝わるかど
うか、文章をよりよく工夫する。【推敲】

４ 授業の実際（４/６時・本時）※ ３・４・５時は記述と推敲の柔軟な学習過程

・教師は座席表型支援簿を用意し、個に応
じた手だてを一目で確認できるようにし
ておく。







４ 授業の実際（５/６時）※ ３・４・５時は記述と推敲の柔軟な学習過程。推敲後、書写の時間を活用して、本の形式に清書した。

Ｗ児



４ 授業の実際（５/６時）※ ３・４・５時は記述と推敲の柔軟な学習過程。推敲後、書写の時間を活用して、本の形式に清書した。



４ 授業の実際（５/６時）※ ３・４・５時は記述と推敲の柔軟な学習過程。推敲後、書写の時間を活用して、本の形式に清書した。











































・縦割り班の３年生と作品を読み合う。【共有】

４ 授業の実際（６/６時）※学校公開

・互いに読みあったら、友達の作品の良かったところを
伝えるように助言する。



４ 授業の実際（６/６時）※児童の振り返り

・3年生が喜んで読んでくれて嬉しかったです。
（W児）
・3年生がわかりやすいように書いたら喜んで
くれてよかったです。最初に決めた目標を達成
できてよかったと思います。（M児）
・3年生に物語の内容をしっかり伝えられた。
（K児）
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パロディー ファンタジー 変身

Aの人数

変身 a
変身 a
変身 a
ファンタジー a
ファンタジー a
ファンタジー a
ファンタジー a
ファンタジー a
パロディー a

５ 作品の分析 A「言葉のたからばこ」や文例、国
語辞典、図書資料等から、自分が
想像している物語に合う言葉や表
現を用いたり、友達と交流するこ
とを通して、友達の作品の良さに
気付き、相手に伝えたり、自分の
作品に生かしたりしている。

パロディーが５名（うち１名A）、ファンタジーが１６名（うち５名A）、変身が７名（うち３名がA）



【成果】

・書くことに向かう姿勢（一気に書こうとする姿）がよかった。

・主体的に取り組む姿があった。

・２９人中Aが９名（３割がA）

・全員が始め、中１、中２、終わりという文章構成で書くことができた。

（書けない児童はいなかった。）

【課題】

・４年生の物語として何を学ばせるのかを明確にすべきだった。

・相手（今回は３年生）によって、意欲だけではなく、内容面でも意識付けさせるべ
き。

・思考と結びつけて相手意識をもたせる。

・作品の分析を明確にするべきだった。（評価規準に則って判断しているが、担任の
主観が入ってしまう。）どのような表現をもってAとすべきなのか、文章量なのか。

６ 成果と課題



この実践を振り返って生まれた問い

・「書くことが苦手な子」への手立て
→友達との交流がヒントとなる姿、教師との
対話がヒントとなる姿
「書くこと」における「交流活動」の有効性
・文例があることで、子供の「想」や「書き
たい」と思う気持ちを掘り起こす場合もある
が、そうではない場合もあるのではないか。
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